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編 集後記 にかえ て

 40年 近い研究者生活 で，何十

篇の論文を書いたか定かではない

が，本巻をもって終 りである。

 この間に作成 したテス ト，マニ

ュアル，著書 も何十になるであろ

うか。

 これらの研究 を整理 してみ る

と，大きく分けて，二つのグルー

プに別けられると思 う。

 一つは，パーソナリティの基礎

的研究，もう一・つは応用的研究で

ある。

 応用的研究は，更に，産業関係

と臨床関係に分け る ことが で き

る。

 前者に は，“モラール ・サーベ

イ”“消費者行動” “採用” “人事

考課”“管理能力の発見と育成”，

そのための “インバスケット・ゲ

ームの開発”“管理者研修 のマニ

ュアル作 り”などが含まれる。

 次に，臨床関係であるが，これ

はパーソナ リテ ィの研究とは表裏'

… 体のものである。そして，パー

ソナ リテ ィの研究も亦，二つに大

別できる。

 一一つは，いわゆるパーソナ リテ

ィの基礎に関する，実証的，法則

定立的な研究である。指向性の研

究，筆跡 とパ ーソナリティの関

係，WAIを 用 いた自己の研究な

どはこの系列に入ろう。

 併 し，著者にとってのメイソ・

テーマは トータル ・パーソナリテ

ィの把握であり，それに用いる道

具 の開 発 で あ る。

 SCT， INV， TAT， DOSEFU，

PRT， WAIな どは こ の系 列で あ

る。

 これ らを 組 合 せ て テ ス ト ・バ ッ

テ リー を 作 成 す る。 そ し て ， 更

に ， そ れ らを 使 って パ ー ソナ リテ

ィ ・ス ケ ッチを 描 くた め の'マニ ュ

ァ ルを つ くる こ とで あ る。

 本 巻 ，No.34は ， そ の一 応 の

雛 型 で あ る。 胸 を 張 っ て， 差 し出

せ る ほ ど の もの で は な い が ， と り

あ え ず の答 案 で あ る。

 い つ れ ， 遠 くな い 将 来 「パ ー ソ

ナ リテ ィ診 断 」 とい う形 に で もし

て 出 版 した い と考 え て い る。

 なにはともあれ，小生の編集の
e-mo.ソ ナ リティ関係の論文は，こ

れで終 りである。

 次号からは，石田英夫，南 隆

男の編集になる。

 これで 「オワリ」とい う解放感

と，過ぎてみれば，アットい う間

の研究者生活に感慨一入である。

 今後は晴耕雨読の生活に浸る予

定!a

 「コレニテ幕!」

         (槇田 イ.：)
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